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７  会議の概要  

委員長    令和元年１２月定例会の厚生委員会を開会い

たします。 

〔報道機関のテレビカメラ撮影を許可〕 

委員長    審査に先立ち、委員会記録の署名委員に、松

尾委員、橋本委員を指名いたします。  

当委員会に付託されました各案件の審査につ

いては、各部局単位とし、お手元に配付して

あります委員会審査順序のとおり行う予定で

あります。 

これより、福祉保健部所管分の議案の審査を

行います。 

議案第１６０号  富山市災害弔慰金の支給等  

      に関する条例の一部を改正する条例制定の件 

を議題といたします。 

これより、当局の説明を求めます。 

福祉政策課長 〔議案書及び議案概要書により説明〕  

委員長    これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  
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委員長    ないようですので、これをもって議案の質疑

を終結いたします。 

これより、議案第１６０号の討論に入ります。  

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    討論なしと認めます。 

これより、議案第１６０号を採決いたします。  

本案件は、原案のとおり決することに御異議

ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    御異議なしと認めます。 

よって、本案件は原案可決されました。 

以上で、福祉保健部所管分の議案の審査を終

了いたします。  

次に、当委員会に付託されました  

令和元年分請願第７号  定期予防接種の情報

提供に関する請願  

を議題といたします。 

請願文書表はお手元に配付のとおりでありま

す。  

まず、事務局に請願文を朗読させます。 
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事務局    〔請願文を朗読〕 

委員長    次に、本請願について当局の見解を求めます。 

福祉保健部長 今議会の一般質問におきまして、この請願と

同様の趣旨の御質問がございました。議場で、

私のほうから答弁させていただいたところで

ございますけれども、改めて見解を述べさせ

ていただきます。  

      子宮頸がんワクチンは、平成２５年４月から

予防接種法に基づく定期接種となりましたが、

ワクチン接種後にこのワクチンとの因果関係

を否定できない持続的な疼痛が特異的に見ら

れたことから、国では、２カ月後の同年６月

から、副反応の発生頻度がより明らかになり、

国民に適切な情報提供ができるまでの間、定

期接種の積極的な勧奨を差し控えることとさ

れ、現在に至っております。これは平成２５

年６月１４日付の厚生労働省健康局長通知に

基づくものでございます。  

      請願事項の中では、「予防接種法第２３条に

おける国の責務としての啓発および知識の普

及を図ることを踏まえて」とございますが、

今ほど申し上げました厚生労働省健康局長通

知は地方自治法第２４５条の４第１項の規定

による勧告でございます。この勧告につきま



4

しては、市長は尊重すべき義務を負うものと

されておりますことから、本市ではこの勧告

を踏まえまして、本会議場では「積極的勧奨

は控えております」ですとか「行わないこと

としております」などといった答弁をしたと

ころでございますので、この点についてはま

ず御理解をいただきたいと思います。  

      一方で、請願にもありましたように、氾濫す

るインターネットの情報などに惑わされるこ

となく、市民が正しい情報を手にすることは

重要であると本市も考えております。  

      そこで、答弁でも申し添えましたが、現在、

富山県医師会においてわかりやすい内容のパ

ンフレットを作成しておられるというふうに

お聞きしておりますので、今後富山市医師会

を通しまして提供いただければ、市として積

極的勧奨にならないと考えられる範囲で配付

等に協力していきたいというふうに思ってお

ります。 

      つきましては、本市といたしましては、その

富山県医師会が作成されましたパンフレット

につきまして、１つには、市の保健所ですと

か保健福祉センターなど関係する窓口に配置

する、２つには、例えば定期予防接種の最後

の機会となります高校１年生に相当する年齢

の方に個別に送付する、ここまでは答弁でも
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述べさせていただいたところで、もう１つ加

えるとすれば、現在各小学校を通じて小学６

年生の保護者宛に定期予防接種等について記

載したお知らせを配付しておりますが、それ

に合わせて、医師会提供資料として配付する

といった対応であれば、適切な情報提供の一

環として、積極的勧奨にならない範囲として

協力できるのではないかというふうに考えて

おりますので、こういった点を今後検討して

いきたいと思っております。 

      なお、本会議当日に質問者から、全対象者へ

個別配付できないかといったような御発言が

あったかと思いますが、さすがに全員に毎年

配付するというのは積極的勧奨になろうと思

っておりますので、その点については難しい

かと思っております。 

委員長    それでは、本請願について御意見等はありま

せんか。 

髙見委員   部長の説明からすると、この請願に対しては、

ある程度きちんと  積極的勧奨ではないけれ

ども、周知する、そういう内容で対応は進め

ていますという話ですよね。 

福祉保健部長 これからです。県医師会のほうで今パンフレ
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ットをつくっておられると聞いておりまして、

それについては、富山市保健所のほうも粗原

稿を見て、内容の確認といいますか、そうい

ったことも進めております。年度内には作成

されるというふうに聞いておりますので、そ

れをいただければ、医師会と協力しながら、

情報提供という形で配付、その他周知に協力

をしてまいりたいというふうに思っておりま

す。  

鋪田委員   意見ということなので、意見を申し上げたい

と思います。 

請願文の内容が全てだろうというふうには思

いますけれども、去る１２月３日でしたか、

衆議院のほうで質問主意書が出されて、それ

に対する回答ということで、今ほど部長がお

っしゃったような勧告に対する政府の見解も

出たところであります。 

      厚生労働省などでも、がん等に対するさまざ

まな議論が少しずつ深まってきていることは

大変大きな進歩だと思いますけれども、請願

要旨の下段のほうにもありますが、インター

ネット等を中心に、経験則に基づかない情報

それには情緒的なものなどもかなり多く含

まれて、そういった情報のほうがむしろ多く

目にする状態であります。  
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そういったことから、対象者は定期予防接種

であるにもかかわらず、接種に踏み切れない

という、これは非常にゆゆしき事態だと思い

ます。 

      厚生労働省が方針を完全に転換するのが望ま

しいのですが、なかなかそこまではされてお

りません。一歩は踏み出したところですけれ

ども、まだまだのところがありますので、自

治体のほうで対象者に正確な情報を提供  法

の範囲ではありますけれども  すべきだとい

うふうに思い、やはりこの請願については、

採択していくことが望ましいのではないかと

いう意見でございます。 

大島委員   私は娘が３人おりまして、ちょうどこのタイ

ミングで、受けた子と受けない子がおりまし

た。受けた子は何もなかったので、よかった

なと思いますが、もし受けて副反応が出たと

いうことになれば、受けさせなければよかっ

たと、当然、人の親として思うわけです。 

      この定期接種の副反応ということで、当時、

訴訟もありましたが、訴えられたのは厚生労

働省だけだったのでしょうか。それとも、接

種した医師とか市町村、定期接種を勧めたと

ころも訴えの対象になっていたかどうかは、

わかりますか。  
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保健所保健予防課長 委員の御質問につきましては、申しわけござ

いませんけれども、正確なところは把握して

おりませんので、またきちんと調べまして御

報告さしあげたいと思います。  

大島委員   一般質問でも質問があり、私も関心がありま

したが、随分詳しく質問して、答弁していた

だいたので、よくわかりました。  

本当に一番診察しにくいところでもあり、若

い女の子ががんになって亡くなるという可能

性が高いものですから、本当はぜひ接種をし

てほしいという思いと、万が一、副反応が出

た場合の悲惨さを思うと随分悩むところであ

りますが、この請願に対しては、医師会が進

めるような形で、ぜひ皆さんに周知をしてい

ただきたいという思いで賛成したいと思いま

す。  

髙見委員   今、この請願に対して、当局は積極的な答弁

をしているわけですね。実際に医師会、ある

いはそういうところとも相談しながら対応す

るという答弁がもう既に出ているにもかかわ

らず、請願も採決されるわけですか。  

委員長    はい。請願については採決を…… 
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髙見委員   いや、答えがもう出てしまっているのに採決

するのですか。当局がこれに対応できないと

か、あるいは、いや、こう言われるのはわか

るけれども、この程度しかできないのかとか、

いろいろな話が出るのであれば、本会議にし

っかりと上げていかなければいけないのです

けれども、はっきりとここまで答弁が出てき

ているにもかかわらず、請願を採決すること

が必要なのかどうなのか。  

事務局    今ほどの髙見委員の御質問に対してなのです

が、今回の請願につきましては、厚生委員会

に付託されていますので、委員会として何ら

かの結論は出さないといけないということに

なるかと思います。 

委員長    ほかに御意見等はありませんか。 

〔発言する者なし〕 

委員長    ないようですので、この程度にとどめます。 

次に、念のため確認いたしますが、本請願を

継続審査とする御意見はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  
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委員長    それでは、引き続き審査を続けます。 

これより、令和元年分請願第７号の討論に入

ります。 

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    討論なしと認めます。 

これより、令和元年分請願第７号を挙手によ

り採決いたします。 

本請願は、採択することに賛成の諸君の挙手

を求めます。 

〔賛成者挙手〕  

委員長    挙手全員であります。 

よって、本請願は採択とすることに決定いた

しました。 

以上で、当委員会に付託されました請願の審

査を終了いたします。 

次に、報告案件として提出されている  

      報告第４２号  専決処分報告の件（損害賠償

請求に係る和解の件）中、専決第２７号 

      を議題といたします。 

これより、当局の説明を求めます。 



11

保健所保健予防課長 〔議案書により説明〕 

委員長    これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    ないようですので、これをもって質疑を終結

いたします。 

なお、ただいまの報告案件につきましては、

議決不要のものです。 

次に、福祉保健部所管分で、議案及びただい

まの報告以外に何か質問はありませんか。 

松井委員   本定例会で自民党議員が一般質問をする予定

だったのですが、できなかった質問があって、

部長が質問に答えられなくて残念そうな顔を

されていたので、この委員会で質問させてい

ただきます。 

その質問の内容というのは、医療用のウイッ

グ、かつらなのですが、実際、抗がん剤治療

をしている中で髪の毛が抜けるという  男性

であれば、多少なり我慢できる部分はあるの

ですけれども、なかなか女性は  心理的な状

況も含めると、やはりいろいろなところで悩

みを抱えておられる女性が多いという現状が
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あります。実際、今回の一般質問の日にも傍

聴に来られたらしいのですが、髪の毛が抜け

ているということで帽子をかぶってこられた

そうです。ただ、本会議の傍聴は、帽子の着

用はだめだということになっております。今

回は事前に議長の許可を得て、帽子を着用し

たまま傍聴できたということだったのですが、

そういった部分で、いろいろなところで心理

的負担を受けている方がおられるというのが

現状だと思っています。 

私の確認がしっかりとれていなかったのです

けれども、マイナンバーカードの証明写真も

帽子をかぶってはだめとなっているといった

部分で、精神的な負担を  実際の治療で負担

がかかっているにもかかわらず、いろいろな

ところでそういった２次的な負担もかかって

いるという方が多いという現状で、全国の中

では、少しでも心理的負担を軽減するために、

医療用ウイッグの助成制度を導入している自

治体が増えてきているというのが今の流れだ

と思うのですが、それに関して、富山市とし

てはどういう考えをお持ちなのか、お答えい

ただきたいと思います。 

福祉保健部長 一般質問で通告をいただいておりましたので、

政策調整会議を経て、市長との協議を踏まえ
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て用意しておりました答弁をまず御披露いた

します。 

本年９月定例会において、佐藤議員から同様

の趣旨の質問がございました。これはアピア

ランスケア、かつらに限らず、乳房補正具な

ども含めての御質問でございましたが  そち

らにお答えしたところですが、がん治療等に

伴う外見の変化を補う医療用かつら、ウイッ

グにつきましては、中核市においては、秋田

市や山形市など８市で購入への助成が行われ

ているなど、がん患者の生活の質の向上のた

めの支援に取り組んでおられる自治体があり

ます。 

本市では、外見に変化が生じ、生活の質に影

響を及ぼす状態は、がん以外の病気や障害に

よっても生じる場合があることから、その支

援のあり方について、他都市の状況なども考

慮しながら調査研究してまいりたいと考えて

おります。これは、佐藤議員に対する答弁と

同じ答弁でございます。 

なお、国では、がん患者が公衆浴場を利用す

る場合における入浴着を着用した入浴や、人

工肛門等を造設しているオストメイトの入浴

の理解や促進を図るとともに、平成３０年１

２月からは、運転免許更新時の顔写真におい

て、医療上の理由により帽子の着用を認める
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など、がん患者への配慮に努められていると

ころであり、本市といたしましても、こうし

たことへの理解が進むよう、関係機関と連携

しながら周知に努めてまいりたいと考えてお

ります。 

ここまでが当日用意していた答弁でございま

す。  

なお、私も三十数年前に父親をがんで亡くし

ておりますし、市長も奥様をがんで亡くされ

ておりますこともあって、佐藤議員の質問に

対する勉強会のときだったかと思いますけれ

ども、政策調整会議においては、御質問の趣

旨は十分理解できるといったことは、誰も異

論はございませんでしたが、行政として助成

制度を設けることについては、現在の富山市

ではプライオリティー、優先度が高くないの

ではないかということで、この答弁になって

おります。 

委員会ですので、もう少し丁寧に市の考え方

を申し上げますと、県や市町村単独の制度に

ついては、それぞれの自治体の状況ですとか

地域特性、政策等によってそれぞれの判断で

設けられているものでございます。 

このたび御質問のありました医療用ウイッグ

の助成制度については、山形県が全国で最初

に、これは２０１４年に導入されたようでご
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ざいます。 

つい最近のＮＨＫの朝のニュースで私もたま

たま見ました。そちらで紹介されておりまし

たので御存じの方もいらっしゃるかと思いま

すが、その背景を申し上げますと、山形県で

はこの制度導入の前、かねてより山形県の美

容業生活衛生同業組合がボランティア活動の

一環として、薬剤性脱毛のサポートに取り組

んでおられました。 

その取組みは、抗がん剤の服用に伴う脱毛や

肌荒れなどに悩む患者を支援するため、知識

とスキルを持った美容師を養成するといった

ことから始まっております。 

組合内に薬剤脱毛サポート協議会を設置し、

独自の研修会を開催しておられます。研修会

では、医師や薬剤師から知識を学ぶ、ウイッ

グ専門業者からは技術、スキルを学ぶ、がん

患者の会などからは心のケアといったような

ものを学ぶ、こういった研修を受けた上で、

認定試験を実施しておられます。この認定試

験に合格した美容師が対応するということが

山形県では行われております。  

ホームページにもしっかり載っておりますが、

山形県内の美容院では、認定を受けたスタッ

フが在籍しているとか、こういった相談に時

間外、あるいは個室で対応しているといった
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ような美容室もありまして、それがそれぞれ

のお店のＰＲにもなっております。 

また、こうした活動が一般のお客様への理解

にもつながるなど、山形地域として、医療用

ウイッグへの助成に対する市民の理解といっ

た土壌が培われていったものと思っておりま

す。  

ちなみに、医療用ウイッグにつきましては、

美容、ファッションと違いまして、頭皮の蒸

れですとか、かぶれなどにも配慮が必要であ

りまして、例えばつむじの造成といった、い

わゆるリアルなものが求められることから、

その価格は３万円程度のものもありますが、

３０万円とか、数十万円するものも幅広くご

ざいます。 

山形県では、先ほども申しましたように、患

者さんが認定美容師に相談され、それぞれに

合った品質のウイッグが適正な価格で購入で

きる環境が整っているというふうにも言える

と思います。 

また、山形県の助成額につきましては、２万

円を上限としておられる  これは他の都市も

同じくらいだったと思います。１万円のとこ

ろもあります。数十万円に対して、１万円と

か２万円です。  

このことからも、本市では、山形県がこの助
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成制度を導入されたのは、患者の負担軽減と

いうこともあろうかとは思いますけれども、

美容師ですとか民間団体の取組みや、こうし

た取組みによって醸成された地域住民の理解、

協力に行政が応える、応援するといった意味

合いが大きいのではないかと考えます。 

そういった意味で、山形県にとっては、優先

度、プライオリティーが高いものであったと

いうことは理解できます。  

本市でも本市独特の、例を申しますと、福祉

奨学基金事業、これは富山市が先行してやっ

ております。これについては、貧困の連鎖で

すとか、あるいは将来の富山市を担う人材へ

の投資といった意味で、制度を設けて運用し

ているわけですけれども、この財源は全額寄

附金で賄っております。税金は一切投入して

おりません。 

こういう住民の理解にかなうような事業であ

っても、税金投入が妥当かどうかという判断

に立って、それが今の森市政のポリシーだと

いうふうに我々も思っておりますので、そう

いった意味でも、現在の富山県、富山市の環

境では、この助成制度を行政として導入する

という状況には至っていないという判断のも

と、先ほど申し上げました答弁を用意してい

たものでございます。御理解いただきたいと



18

思います。 

ちなみに、先ほどありましたマイナンバーカ

ードですけれども、これは調べました。医療

上または宗教上の理由により、顔の輪郭がわ

かる範囲で、頭部を布で覆う写真を使用する

場合や、障害や寝たきりなど、やむを得ない

理由によって適切な規格の写真を撮影するこ

とができない場合には、市町村やコールセン

ターに伝えた上で使用可能とするという見解

を国のほうからいただいておりまして、これ

については、特に診断書の提出の必要はなく、

本人の申し出によって確認しているという運

用をしているということでございます。 

松井委員   要望になるのですけれども、実際、そういっ

た形で心理的負担を受けている方がおられる

ので、それを軽減する努力というのは、やは

り行政として必要だと思います。  

      今、福祉保健部が担当部局なので、この部局

からほかの部局に対しても、負担を軽減する

努力をしてほしいということを発信していた

だきたいと思います。よろしくお願いします。  

福祉保健部長 これも答弁の中にもありましたし、前回の佐

藤議員のときもお答えしましたが、いろいろ

なところがそういう配慮を、例えば運転免許
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センターなどでもしておりますし、マイナン

バーの関係は市民生活部になりますが、そう

したところとも情報共有しながら理解を深め

るように、部局横断的に連携を図っていきた

いというふうに思っております。  

委員長    ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    ないようですので、この程度にとどめます。 

以上で、厚生委員会福祉保健部所管分を終了

いたします。 

午前１０時４８分  休憩  

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

               午前１１時１６分  再開  

委員長    厚生委員会こども家庭部所管分に入ります。 

 第２期富山市子ども・子育て支援事業計画に

 ついて、  

 市有地を活用した保育所施設整備事業につい

 て、  

      以上２件を一括して、当局の報告を求めます 

こども支援課長 〔委員会資料により説明〕  
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委員長    ただいまの説明について、何か質問はありま

せんか。 

鋪田委員   第２期富山市子ども・子育て支援事業計画に

ついてお伺いします。 

今ほどの説明で、国のほうが貧困対策を求め、

計画を立てなさいということでしたが、これ

は努力義務です。それがこの中にも入ってく

るということで、それが１つ新しいところな

のですが、あと、教育の無償化等が始まって、

これは経済的な支援だけではなくて、子育て

に対する国の姿勢、考え方の変化ということ

もあるわけでして、そういったことがこの支

援事業計画についても新たな視点として入っ

てくるかと思います。 

      これまで専門分科会等で、後期計画を踏まえ

つつも、こういった視点を入れていったほう

がいいのではないかという、何かそういった

御意見を具体的に、新しい視点というものが

何かあれば幾つか教えていただけますでしょ

うか。 

こども支援課長 今、委員がおっしゃったように、国の支援が

変わってきたことによりまして、これまで計

画の中でうたわれていないことについても入

れていってほしいということを、具体的に一
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つ一つ聞いております。 

鋪田委員   そういった意見については、分科会の議事録

等々を見ることで我々も知ることができるの

かなと思うのですが、今わかる範囲で、特徴

的な、こういった視点が必要なのではないか

という意見等、もし紹介できるものがあれば

紹介していただくことはできないでしょうか。  

こども支援課長 こちらのほうでもお話ししましたが、貧困対

策について、今まで体系的に実現することは

しっかりとしていなかったのですけれども、

それについてもきちんと体系づけてやってほ

しいということと、国のほうで新たに幾つか

出てきているものについても、この計画には

出ていないのですけれども、それぞれ施策の

方向性の中に個別のものを１つずつ表示をし

てほしいということを今聞いております。 

髙見委員   子どものことに関しては、ものすごく奥の深

い問題が  きのう、きょうの問題ではない中、

こういうものができているわけですね。 

      貧困対策、子育ての面に関してもそうです。 

私も日ごろから議会で質問したり、委員会で

も質問したりしているのですが、まずは生活

の基本をどういうふうに捉えていくかという
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こと、そこが大事なことだろうと。 

というのは、日本は古来、多世代同居型の家

族制度でずっとやってきたわけです。その中

で、子育ての部分にしろ、あるいは老人福祉

の部分にしろ、いろいろなものがその中で賄

われてきたのです。 

１つ心配するのは、子どもたちに対して、手

厚くいろいろなことでああする、こうすると

 いろいろな部分をやることも大事なのです。

大事なのですが、もう１つ、基本的には、や

はり家族の中でしっかりと温もりある育て方

をしてくださいという部分がしっかり見えて

くるような、そういう指針も出さなければな

らないのではなかろうかと。 

そうしないと  言葉が強かったらごめんなさ

い  老人福祉のように、「いや、おらたちは

面倒見れんから、じいちゃん、ばあちゃん、

役所で面倒見てくれよ」と、そういうニュア

ンス、考え方の人たちも今出てきているわけ

です。それが逆に、子どものいろいろな部分

で、市役所が全部手当てをしてくれという、

変な風潮に行ってしまうと大変なことになる。  

言葉がきつかったらごめんなさい。 

      私は、大事な子どもたちについては、家族の

中で、おじいちゃん、おばあちゃんを含めて、

お父さん、お母さん、きょうだいの中でしっ



23

かりと温もりのある育て方をするのが、この

第２期富山市子ども・子育て支援事業の１つ

の柱ですよという部分が必要ではなかろうか

と思いますが、こども支援課長、どうですか。  

こども支援課長 委員がおっしゃったような、例えば、具体に

こうしてくださいというものは特に位置づけ

はしておりませんが、個別の細かい一つ一つ

のことを重ねてやっていくことによって、結

果として家庭で子どもさんを見るというのが

一番最初になるということにつながっていく

というふうには考えております。  

実際に委員が言われましたように、本来であ

れば、御両親なり保護者の方が子どもさんを

見るべきだとは思うのですけれども、例えば

どうしても仕事の都合ということで保育所に

預けておられます方についても、例えば土曜

日だけでもいいから、お休みのときには見て

くださいねという話ですとか、それについて

は個別にお話はさせていただいています。 

実際に、こんな言い方はよくないかもしれま

せんけれども、例えば子どもさんを預けられ

るから、預けられる時間は目いっぱい預けよ

うとか、そういう考えの方も中にはいるよう

には聞いてはおります。 
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髙見委員   私の願いは、本当に将来をしっかり歩んでい

く子どもたちを、そういう人間の温もりのあ

る中で、家族の温もりのある中でしっかりと

育てていただくというのは、私の強い希望で

もありますし、一日も早くそういう富山市に

なることを願っておりますので、そこもひと

つよろしくお願いしたいと。できれば、この

中でもう少しそういうことを、しっかりと、

できればお願いしたいなというふうに思って

います。 

高田 重信委員 計画策定のスケジュール（案）のことなので

すが、１２月２４日に子ども・子育て会議が

開かれて、計画の素案ができるということで

よろしいですか。  

こども支援課長 おっしゃるとおりでございます。素案を今、

作成しているところでございます。 

高田 重信委員 来年３月に計画の公表となりますが、１月に

修正があるわけです。厚生委員会としても、

素案ができたときに説明いただきながら、議

会として、委員会として発言や聞くことが必

要ではないかと思うのですが、そういったこ

とは特に考えておられないですか。 



25

こども支援課長 こちらのほうに記載しておりましたが、１月

にパブリックコメントを実施する予定にして

おります。この際に、委員の方にも出てきた

ものをお渡ししまして、御意見を頂戴したい

なというふうに考えております。  

高田 重信委員 では、１月中に意見があれば申し添えるとい

う形で捉えてよろしいですか。  

こども支援課長 そのようにさせていただきます。 

大島委員   委員会資料５ページの市有地を活用した保育

所施設整備事業についてお尋ねいたします。  

無償貸付けということで、応募資格が社会福

祉法人等ですので、建物の固定資産税はもち

ろん非課税になるかと思うのですが、無償貸

付けは、何十年という期限があるのかどうか。

その後、無償譲渡もあるかもしれませんけれ

ども、その応募された事業所が事業を継続で

きないというふうに突然なった場合の違約金

ですとか条件、その辺は募集の中できちんと

詰めていらっしゃるのかどうか、お尋ねいた

します。 

こども支援課長 今、委員がおっしゃった内容につきましてお

答えします。 



26

まず、土地の賃貸についてなのですけれども、

１０年間という期間で区切りまして賃貸をし

たいというふうに考えております。それ以上

長い期間での賃貸は難しいということを確認

しております。  

これから公募をしますが、違約金等の条件に

ついても、これから検討したいというふうに

考えております。  

大島委員   まず１０年間貸付けをして、その後はもちろ

ん、建物が建っている以上は事業を継続する

のだと思うのですけれども、新聞を読んでい

ましたら、古洞の森のケースもありますから、

事業当初はこちらからお願いしますという立

場かもしれませんけれども、突然やめると、

それからほかに譲渡するということがこれか

ら考えられると思います。  

      その辺はしっかりと契約書の中で詰めていっ

ていただきたいと思っているのですが、いか

がでしょうか。  

こども支援課長 今、委員がおっしゃったことにつきましても

きちんと踏まえた上で、募集の内容を決めた

いというふうに思っています。  

橋本委員   ごめんなさい、地図が細かくてよくわからな
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いのですが、この場所は公園なのですか。 

こども支援課長 公園ではありません。空き地になります。大

阪屋ショップ上飯野店の横の道を入っていた

だくと空き地があります。  

泉委員    私どもは先月、委員会の視察で新庄地区の保

育所へ行ってまいりました。そのときに、夏

場に近隣住民から「うるさい」と言われて窓

も開けられないと聞きました。  

      上飯野というと住宅地の中だと思うのですが、

そういったところに保育所を置こうというこ

とに対して、そういった心配がないかどうか

というところのお考えをお聞かせください。  

こども支援課長 今予定しております場所の東側のほうなので

すけれども、何軒か家がございます。西側等

は田んぼといいますか、空間があります。ま

た、道路を挟んで反対の北側についても田ん

ぼになっています。本当の住宅地の中でぽつ

んとなっているという形ではないので、苦情

ももしかしたら出るかもしれませんけれども、

そういう形です。  

委員長    ほかにないようですので、この程度にとどめ

ます。 
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次に、こども家庭部所管分でただいまの報告

以外に何か質問はありませんか。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    ないようですので、この程度にとどめます。 

以上で、厚生委員会こども家庭部所管分を終

了いたします。  

午前１１時３４分  休憩  

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

               午後  １時１６分  再開  

委員長    これより、市民生活部所管分の議案の審査を

行います。 

議案第１６１号  富山市印鑑条例の一部を改

正する条例制定の件 

を議題といたします。 

これより、当局の説明を求めます。 

市民課長   〔議案説明資料により説明〕 

委員長    これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  
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委員長    ないようですので、これをもって議案の質疑

を終結いたします。 

これより、議案第１６１号の討論に入ります。  

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    討論なしと認めます。 

これより、議案第１６１号を採決いたします。  

本案件は原案のとおり決することに御異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    御異議なしと認めます。よって、本案件は原

案可決されました。 

次に、市民生活部所管分でただいまの議案以

外に何か質問はありませんか。  

髙見委員   さっき分科会の中でも話が一部出ていて、そ

こで言おうかなとも思ったのですが、横へず

れていくから言わなかったのです。 

      例えば運転免許証自主返納にも関係するので

すが  言葉が妥当かどうか  山間部、公共交

通が利用しやすくない地域の皆さんからする

と、非常に生活が不便だと。例えば、日用品
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だとか生鮮食料品といったものも、その地域

に店がなくなってしまって、どうしても中心

部へ出ていかないと物が買えない状況になっ

てしまっているという現状からして、例えば

運転免許証の自主返納と言われても非常に無

理だと。市のほうで何かそういった手だて、

要するに生鮮食料品などの移動販売を八尾地

域などで少しやっているのだけれども、そう

いったことを積極的に、何か政策として打ち

出してくれないかという提案があったのです。  

こういうことについては、何か今  本当に切

実としたお願いなのです。  

市民生活相談課長 今、委員がおっしゃったように、生活が不便

な方、中山間地で特に不便な方につきまして

は、大山地域と八尾地域のほうで移動販売支

援事業という形で支援させていただいており

ます。事業に対して補助金を出させていただ

きまして、中山間のほうまで軽トラックなど

で出向いていただいて販売事業をやっていた

だいております。  

また、細入地域や山田地域のほうなのですけ

れども、商店も一部残っておりますし、細入

地域では、猪谷にある商店が地域のほうへ送

迎を行って、自分のお店まで来てもらうとい

うサービスもやっておられます。  
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山田地域では、農協がおられるというところ

と、商店も残っているということです。あと、

数軒の家を回っている商店もおられるという

形で、細々ではありますけれども、買い物事

業は民間のほうで少しやっていただいている

状況であります。  

髙見委員   今言われたけれども、つかんでいる数字は恐

らくごく一部だと思います。商店が送迎して

いるとか、農協がやっていると。農協につい

ては相当、ある程度のエリアを網羅している

ように思うのですけれども、個人の商店の場

合はごく一部だと思うのです。そうでない人

たちのほうが多いと思うし、そこからの意見

が強いわけですね。 

だから、その辺ももう少し実態を把握して、

ここでこういう商店がやっているからいいと

いうことではなく、もう少し真剣に  そうい

う地域の皆さんを、どこまでその商店が網羅

しているのか。今こういう時代ですから、高

齢者世帯というのが多いでしょう。そうした

ら、結局頼るところがないということで言っ

てこられるのですけれども、そういう現状が

あるということをしっかりと把握してくださ

い。ただやっているというだけで満足すると

いうことではなく、これは本当に切実なお願
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いがあるので、上辺だけではだめです。 

高田 重信委員 この暖冬の中で、スキーなどの冬季国体が開

かれるわけなのですが、雪が足りなかったら

どうするとか、見通しといったことについて

は、今どのように考えておられるのか、わか

る範囲で聞かせてもらえればと思います。 

スポーツ健康課長 冬季国体において、暖冬で、もし雪不足とい

った事態になれば、その際は県で対応を考え

られるというふうに理解しておりますので、

県で適切な対応をとられると考えております。  

高田 重信委員 県から市のほうに、何か要望というのはある

のでしょうか。  

スポーツ健康課長 県のほうで対応いただくものというふうに考

えております。  

高田 重信委員 わかりました。  

鋪田委員   今、県の話が出ましたが、先日、富山市選出

の県議会議員の皆さんと当局の皆さん、市長

を含めて政策についていろいろ話合いをされ

た中で、県が今打ち出しています武道館、ア

リーナ構想  どちらなのかいまだによくわか
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りませんけれども  市と県がどのように連携

していくのかということについては、これか

らスタートなのだろうというようなことだっ

たかと思うのです。 

      富山市に置くのではないかという話も出てい

ますが、県と市でどういう連絡体制があるの

かといったことについて、わかる範囲でお答

えしていただければと思います。  

市民生活部長 県の構想は、そもそも大きなアリーナという

か、会場の構想であったものが、内容につき

ましては少し縮小した形で、いわゆる審議会

のほうでそういうお答えが出たという中で、

流れとして急遽、武道館の話がリンクしたも

ので再度考え直そうということでお話が進ん

でいるということであります。  

そうした経過をたどっているということでも

ございましたので、武道館部分につきまして

のお話については、事前に富山市のほうとし

ては全く把握していなかったわけですが、こ

のたび新たな、いわゆる武道館的アリーナと

申しますか、そういったものを設置するとい

うことに当たりまして、富山市からは副市長

に委員として参加して御意見が欲しいという

ことでございましたので、そういった形で市

としては関与しているところでございます。  
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市の考え方としますと、現武道館というのは、

一定程度、大分老朽化はしているということ

ではありますけれども、富山市における武道

施設としては大変重要なものであるという位

置づけで考えております。  

ですので、すみ分けではございませんが、県

のほうで大きな、いわゆる武道の施設を持っ

ておられることに対して、市のほうでは小さ

な練習場のようなものを維持するという形で

行ってきていたということでございます。 

今、高岡市と富山市の武道館が統合されると

いうお話が県であります中で、一部大きな問

題としてありますのが、その設置場所がどこ

であるべきかという議論であったかと思いま

す。  

      市のスタンスといたしますれば、市の施設整

備の考え方からも、引き続き富山市のほうで

大きな大会を開催していただけるようなこと

を希望するという考え方を持っておりますし、

県全体のことを考えましても、一番アクセス

がよいところ、剣道を行っている競技者には

子どもさんも多いわけですから、いわゆる公

共交通でアクセスが容易、それからアリーナ

機能を持たれるということであれば、観客の

方も来られるという意味も含めまして、いわ

ゆる中心部である富山市で、公共交通の利用
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の便のよいところがよいのではないかなとい

うのが考え方でありますので、そういったよ

うなことを、そうした会議の場におきまして

お伝えしていくことかと考えております。 

鋪田委員   何分、富山市のまちづくりの方向性というも

のと合致する施設であってほしいなというこ

とと、私も武道ではありませんが、県のスポ

ーツ団体の統括者という立場もあって、いわ

ゆる練習場所としての施設のあり方、それか

らアリーナという言葉は体育館などを超えて

いますので、例えばＢリーグもそうでありま

すけれども、そこで単にスポーツをする人た

ちのためだけの施設ではなくて、そこにいら

っしゃるお客様があって成立するというのは、

実はアマチュアスポーツもそういう段階に入

ってきています。  

      そんな中で、ぱっと頭に浮かべると、なかな

か折り合いがつかないような施設が複合的と

いうところにちょっと疑問を感じるのですが、

その辺、市のまちづくりの方向性、市民の皆

さんと  体育協会を通じてになりますけれど

も  スポーツ団体との接触、あるいは利用者

との接触をされている中で、そういった意見

もしっかり反映していただけるような体制、

あるいは市民の代表である我々議会にも、き
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ちんと議論をして意見表明できるようになっ

てほしいなというふうに思います。引き続き

注視していきたいと思いますが、情報開示に

ついて、適宜行っていただきたいというふう

に思います。 

それから、引き続きスポーツのことでありま

すけれども、これは市民生活部というか、ス

ポーツ健康課だけの話ではないのですけれど

も、学校の部活についても地域のほうに移行

していこうという新聞報道もありました。部

活のあり方については、第一義的には教育委

員会等々で議論されるべきことでありますが、

その受け皿となる地域で、どんな形でそれを

受けとめていくかということも、もう遠い将

来でなくて、割と近い将来のこととして、ス

ポーツ政策の中でも少し考えていく必要があ

るかと思います。今現在で所見を求めるのも

ちょっと酷かもしれませんが、何かお考え等  

      々あればお聞かせいただければと思います。 

スポーツ健康課長 部活動の指導者などの手当てといったところ

で苦労しておられる学校もあるということは、

以前、議会でも御質問いただいたことがあっ

たと思います。そういった認識は、我々も共

有はしているつもりではあります。 

スポーツ行政を所管している所管課として何
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か具体の対応というのは、直ちには持ち合わ

せてはいないのですが、そういう問題を共有

しているというところは、それは教育委員会

とも一緒ですので、何ができるか、地域にお

いてどういったことができるかというのは、

今後我々も一緒に考えていきたいというふう

には思っております。 

鋪田委員   さらにつけ加えて言うならば、部活動の指導

者ということにとどまらず、かつて  今もあ

りますけれども  子どもから高齢者までに対

するスポーツ機会の提供、指導体制を含めた

地域総合型スポーツクラブがもともと地域の

中であったのですが、富山市で地域によって

は、うまくいっているところもあればなかな

かそうでないところもあり、また、各地区に

もともとある体育協会との兼ね合いなどもあ

りますけれども、そういったことも考えてい

くと、単にスポーツ健康課だけではなくて、

市民の健康づくりとか、そういう広い視野で

も、単に教育あるいはスポーツという問題だ

けではないところにありますので、引き続き

市全体の問題として課題を共有していただき

たいなというふうに思います。  

高田 重信委員 先ほどの質問で続けて聞けばよかったのです
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が、今、ｅスポーツという競技がすごくはや

ってきているのです。ただ、ああいう電子機

器を使った形のものは、スポーツ健康課が担

当になるのか、どのような判断をなされてい

るのかお聞きします。 

スポーツ健康課長 確かに、ｅスポーツといった概念が最近出て

きまして、国体でも、正式競技ではないです

けれども、デモンストレーションといいます

か、そういったものもやっているということ

であります。 

「スポーツ」という名前がつくということで、

我々も当然かかわってくる話かと思っており

ます。 

ただ、何分、大変新しい概念でして、スポー

ツ界の中でもｅスポーツというものに対する

認識や意見がまだ固まっておらず、いろいろ

な意見もあるかと思いますので、当面は普及

の度合いといったものを注視していきたいと

思っています。  

高田 重信委員 大変苦しい答弁かもしれませんが、悠長には

見ていられないと思います。各高校で、クラ

ブなども出てきたりしています。  

      部長、何か意見があればお願いします。 
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市民生活部長 大変難しい問題でございまして、ｅスポーツ

に関連しまして、今、担当課長のほうからも

話がありましたが、オリンピック関連の事業

として行われるということでありますとか、

スポーツ庁そのものがｅスポーツに対して議

論しているというところもあろうかと思いま

す。  

そういう流れからしますと、いわゆるスポー

ツ、その前段階の体育という考え方で、行政

の中で取り扱うという考え方もあるかと思っ

ているところでありますが、何分にも市民の

スポーツ、そして市行政の中でのスポーツ、

体育というところは、「スポーツ」という言

葉そのものに、楽しむことなど、含みがいろ

いろあるということはお聞きしたことがあり

ます。 

      そうしたものの中からｅスポーツというもの

が関連してくるということは十分あり得るか

というところはあるわけなのですが、これま

での市のスポーツというのは、やはり市民の

健康の増進というところが非常に大きなテー

マであったのだろうということですので、い

わゆるスポーツ庁下の縦割りの中で、すんな

り入っていくべきことなのかどうなのか。 

      今、市民の方にはそういう認識も、まだそこ

まで展開はしていないということもございま
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すので、その辺を  スポーツ健康課の所管で

あるかどうかは別ですが。  

      いずれにいたしましても、今、そういう世の

中の動きがあるということにつきましては、

少しアンテナを高くして、まずはこの話はス

ポーツ健康課長のところにおりてくることに

なるかと思いますので、そういったところに

ついては、少し勉強させていただければとい

うふうには考えております。 

泉委員    ことし熊がたくさん出ました。長期の気象予

報を調べたのですが、寒気がおりてきません。

今月も２７日までは、まだ寒波がおりてこな

いので、恐らく雪は降らないだろうというこ

とで、まだまだ熊の出没のおそれがあります。

行政サービスセンターの各所長が来られてい

ますので  市民生活部のほうから注意喚起を

もう少ししてほしい  熊は、一旦山に帰りま

すけれども、暖かかったらまた出てくるので

す。  

      ですから、雪がたっぷり降るまでの間はなる

べく注意し続けてほしいということを、まず

は市民生活部のほうから伝えてほしいという

ことで、ひとつよろしくお願いします。 

市民生活部長 今年度、熊が大変たくさん出て、また、熊に
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加えましてイノシシが中心市街地でも出ると

いうこともございました。  

      市民生活の安全ということでは、生活安全交

通課でありますとか、各行政サービスセンタ

ーのほうで、とにかく注意喚起をするという

ことが一番大切だろうと。  

      熊を追い払うということも１つの手だてとし

てあるのでしょうが、恐らく際限のない話で

すので、私どもとすれば、とにかく常日ごろ

から注意していただくこと、身近なことであ

ることの周知から  これは農林水産部からの

要請がまず第一です。一番の情報元である農

林水産部からの要請を受けて、まずはそれぞ

れの地域に合った形での広報をさまざまにや

っているということでございます。 

熊の出没も一旦落ちついたかと思いましたら、

この前の土日も注意喚起の情報が流れてきた

ということもございました。この辺は、今、

委員がおっしゃったようにお天気の状況もあ

るのかと思いますが、もう少し注意して広報

に努めていきたいというふうに考えておりま

す。  

泉委員    よろしくお願いします。 

委員長    ほかにございませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    ないようですので、この程度にとどめます。 

以上で、厚生委員会市民生活部所管分を終了

いたします。 

市民生活部の皆さんは、御退室願います。 

説明員が退室しますので、しばらくお待ちく

ださい。 

〔市民生活部退室〕 

委員長    これで、１２月定例会の当委員会に付託され

ました全議案の審査は終了いたしました。 

委員各位に御相談を申し上げます。 

委員長報告については、正・副委員長に御一

任願いたいと思いますが、いかがでしょうか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    それでは、そのように取り計らいます。 

次に、参考人招致についてであります。 

このことにつきましては、前回の本委員会に

おいて、日本損害保険協会及び日本郵便株式

会社の本日の委員会での参考人招致を決定し

ておりましたが、事前にお知らせしましたと

おり、日程の調整がつかなかったことなどか
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ら、本日の参考人招致は取りやめとし、改め

て日程についてお諮りをするものです。 

まず、日本損害保険協会につきましては、日

程調整の結果、あさって、１２月１９日（木

曜日）、午前１０時より委員会を開催し、自

転車保険関係者として、保険の内容等につい

て意見を聞くための参考人として出席を求め

ることとしたいと思いますが、よろしいでし

ょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    それでは、そのように決定いたします。 

次に、日本郵便株式会社につきましては、配

達に利用する自転車に関することは、東京本

社で一元管理されていることから、委員会へ

の参考人の出席が難しいとの判断となりまし

たので、御承知おきください。  

つきましては、今の２団体以外に意見交換す

べき団体についても協議をしてまいりたいと

思います。 

事前に委員の皆さんにお伺いしましたところ、

富山市中学校長会より意見をお聞きしたいと

いう希望がありましたが、いかがでしょうか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  
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委員長    それでは、先ほど決定いたしました次回の委

員会開催日と同日、１２月１９日（木曜日）、

日本損害保険協会からの意見聴取終了後に、

富山市中学校長会より参考人の出席を求める

こととしたいと思いますが、よろしいでしょ

うか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    それでは、そのように決定いたします。 

なお、この後、委員会条例第６８条により、

私から議長に参考人出席要求書を提出し、議

長から参考人に出席要請書を送付していただ

くことになりますので、御承知おき願います。  

これをもって、令和元年１２月定例会の厚生

委員会を閉会いたします。  
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